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坂中学校区
(坂中、坂小、横浜小、小屋浦小)



主体的に学ぶ児童生徒の育成
～生活科・総合的な学習の時間におけるＩＣＴを効果的に活用した

授業づくりを通して～

研究主題



小 学 校
中 学 校

低 学 年 中 学 年 高 学 年

チャレンジする力
【挑戦】
【粘り強さ】
【解決力】

・課題や自分で決
めたことに対し
て 、 最 後 ま で
やってみようと
している。

・課題や自分で決めた
目標に対して、粘り強
くやり通そうとしてい
る。

・自ら課題を見付け、
取り組もうとしている。
・粘り強くやり切ろう
としている。

・与えられた課題に対してだけで
はなく、自分なりに目標をもち、
果敢に挑戦しようとしている。
・決めたことは、困難に負けず、
やり切っている。
・自ら課題を見付けたり、調べた
り、工夫してまとめたりしている。

表現する力
【自分】
【目的・相手・場
面】
【工夫】

・自分の考えをも
ち、伝えること
ができる。

・自分の考えを、目的
や相手に応じて、根拠
を明確にして伝えるこ
とができる。

・自分の考えを、目的
や相手、場面に応じて、
工夫しながら伝えるこ
とができる。

・自分自身のことや自分の考えな
どを理解してもらえるように、目
的や相手、場面に応じて、内容や
方法、表現の仕方などを工夫しな
がら伝えることができる。

協力・貢献する力
【役割】
【感謝】
【行動力】

・学校や家庭の中
での役割に気付
き、行動しよう
としている。
・「ありがとう」
が言える。

・学校や家庭、地域の
中での役割に気付き、
皆と協力して行動して
いる。
・進んで感謝の気持ち
を伝えている。

・学校や家庭、地域の
中での役割を考え、皆
と協力して行動してい
る。
・感謝の気持ちを相手
に伝わるように表現し
ている。

・学校や家庭、地域の中での役割
を自覚し、皆と協力して行動して
いる。
・地域の発展のためには、どのよ
うなことをすればよいかを考え、
行動している。

坂中学校区として系統的に育成を目指す資質・能力の具体の姿

１年目の取組



【単 元 名】
お互いの命をまもり合おう

【単元の目標】
自分たちが生活している坂地域のよいところ

や課題を見付け、その課題の解決に向け地域の
方と連携しながら活動することを通して、地域
の一員としての自覚や誇りを持ち、自らの生き
方について考え、行動しようとする

【１年目】第３学年 総合的な学習の時間

単元の開発！
３年間を貫く骨組みに！



〈単元の流れ〉

〇地域を見つめ直し、地域の課題を発見・解決する。

〇防災についての知識を学習する。

〇自衛隊の活動を通して、防災に対する知識を深める。

〇「豪雨災害追悼集会」を企画・運営する。

〇防災新聞をつくる。

〇これまで学習してきたことや、それを踏まえて今後地

域のために自分たちができることをゲストティーチャー

に発表する。

【１年目】第３学年 総合的な学習の時間



〈成果と課題〉
〇 中学校区として育てたい資質・能力を具体の姿で整理できた。
▲ 具体的な評価と改善

〇 ICTの積極的な活用 → 日常的なツールになった。
▲ 学習意欲の向上、ポートフォリオ、交流するツールなど
活用の充実

〇 地域とのつながりの促進
→ ゲストティーチャーの活用は重要なポイント！

１年目の取組



２年目の取組

１年目の成果と課題

〇 ICTを効果的に活用する。

〇 学習過程を探究的にし、他者と協働して
主体的に取り組む学習活動にする。



中学生の私たち
がふるさと坂のた
めにできることは
何か考え、行動す
ることができる探究活動Ⅰ

防災についての理解
を深める

探究活動Ⅱ
追悼集会の企画・運
営を通して、防災意

識を高める

探究活動Ⅲ
グループでテーマを決
め、これまでの学びを
外部に発信し、地域

に貢献する
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ゴールイメージ

３年総合的な学習の時間
「お互いの命をまもり合おう」

２年目の取組



２年目の取組

ICTの効果的な活用

災害についての調べ学習

PPを用いた発表 ジャムボードを用いた相互評価

当時の様子を動画で視聴

Meetで全クラスをつなぐ



２年目の取組

ICTの効果的な活用

追悼集会で１・２年生へ伝えたい「防災に向けたメッセージ」を、
ICTを使って作成

Formsを使って小学生にアン
ケートを作成

・防災意識を高める紙芝居をつくり、それを実演している様子を撮影・編集し
動画にまとめる。
・「防災に向けたメッセージ」を動画で撮影する。企画・撮影・編集などすべて
生徒が行った。



２年目の取組

ICTの効果的な活用



２年目の取組

学習過程を探究的にし、他者と協働して主体的に取り組む学習活動にする。

課題の設定

対象やテーマに
対しての認識の
「ズレ」や「隔たり」

生徒が自ら問いをもつためのしかけ



２年目の取組

学習過程を探究的にし、他者と協働して主体的に取り組む学習活動にする。

外部人材（外部機関）の活用

自衛隊の出前授業

坂町生活支援コー
ディネーター・社会
福祉士による講演

坂町役場の方から
坂町の取組・課題を
聞く。

構想案を発表し、ア
ドバイスをもとに改
善案を考える。

探究的な学びを深めていく手立て



２年目の取組

〈成果と課題〉
〇 小学校と中学校が連携して、PBLの考え方を参考に「本物の
探究」に向けた単元の開発

〇 ICTの効果的な活用 → 活用したソフト・機能が増えた。

▲ ルーブリックとそれに基づいた評価の在り方
→ 評価にばらつきがあるため、精緻で具体的なルーブリック
が必要である。



３年目の取組

１・２年目の成果と課題

〇 今まで行ってきた活動をさらに改善する。

〇 外部への発信に向けて具体的な活動を行う。



中学生の私たち
がふるさと坂のた
めにできることは
何か考え、行動す
ることができる

探究活動Ⅰ
追悼集会の企画・運営を通
して、防災意識を高める

探究活動Ⅱ
グループでテーマを決め、
これまでの学びを外部に
発信し、地域に貢献する
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ゴールイメージ３年総合的な学習の時間
「お互いの命をまもり合おう」

３年目の取組
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①課題の設定
○ジャムボードを用いて、坂町の
よいところ、改善してほしいとこ
ろを交流する
○坂町の令和５年度の一般会
計歳出の割り振りを予想させ、
気付いたことを交流する

②情報の収集
○防災学習プリントを使って、防
災に関する基礎的な知識を学ぶ。

③整理・分析
○「ひろしまマイ・タイムライン」を
作成・改善する。
○自衛隊の出前授業を行い、発
表に活かす。

⑤体験・振り返り
○追悼集会を行う。
○探究活動Ⅰを振り返り、防災
学習での学びを外部に発信する
方法や手段について考える。

④創造・表現
○１・２年生に向けて「ひろしまマイ・タイム
ライン」の発表を行う。
○相互評価を行う。

探究活動Ⅰ
追悼集会の企画・運
営を通して、防災意

識を高める

３年目の取組



18

課題の設定
○坂町環境防災課の方から坂
町の取組、課題について知り、
中学生の私たちだからできること
について考える。

整理・分析
○情報収集をもとに、テーマを決め、これまでの学びを
外部に発信する方法を考える。（誰に対して、どこで、ど
のような方法で 等）
○構想案を有識者に発表、意見交換を行い、構想案
を見直す。（研究授業）

体験・振り返り
○外部との連携をとり、発信する。
○探究活動Ⅱを振り返り、坂の
ために自分たちにできることをま
とめる。

創造・表現
○見直した構想案をもとに、資料や動画を
作成する。

探究活動Ⅱ
グループでテーマを決
め、これまでの学びを
外部に発信し、地域

に貢献する

３年目の取組

情報の収集
○アンケートのデータをもとに、実態を
把握する。
○防災、減災に関わる坂町の取組に

ついての理解を深める。



３年目の取組

今まで行ってきた活動をさらに改善する。

しかけの改善

①

②

③

④

⑤

比較の前に、クイズ形式で予算の
割り振りを予想させる。



３年目の取組

今まで行ってきた活動をさらに改善する。

追悼集会の改善 外部人材活用のタイミングの改善

ひろしまマイ・タイムラインを作成し、
追悼集会で発表する。

自衛隊の出前授業を
「振り返り・まとめ」から「整理・分析」へ



３年目の取組

外部への発信に向けて活動を行う。

小学校とのオンライン交流会

オンライン交流会の様子
構想案の実現 → 達成感にもつながる



〇成果

① 探究的な学習の授業づくりにおける三つのポイント

② 児童生徒の資質・能力の向上

③ 中学校区での連携

成果と課題



① 探究的な学習の授業づくりにおける三つのポイント

課題意識をもたせるしかけ

自分が想像していたこととのズレを感じさせたり、憧れをもたせたりするための工夫を行う。

ＩＣＴの効果的な活用

ＩＣＴの特徴を生かし、これまで実施が困難だった活動などを単元の中に積極的に取り入れる。

ゲストティーチャーの効果的な活用

外部人材（外部機関）を積極的・効果的に活用し、生徒にとって充実した活動となるようにする。



② 児童生徒の資質・能力の向上（量的変容）

生徒アンケート
当てはまる

どちらかと
いえば

当てはまる

どちらかと
いえば

当てはまら
ない

当てはま
らない

単元前
肯定

授業では、課題を解決するために、進んで資料を集
めたり取材をしたりしています。 45.9 39.8 12.2 ２ 37.2
授業では、友達と話し合うなどして、自分の考えを
深めたり、広げたりしています。 68.4 28.6 3.1 0 91.8
授業では、調べたことなどを、図、グラフ、表など
にまとめています。 40.8 40.8 13.3 5.1 34.5
授業では、解決しようとする課題について、「なぜ
だろう」「やってみたい」と思って取り組んでいま
す。

32.7 50 16.3 １ 70.9

学習の振り返りをする時には、「もっと考えてみた
いこと」「もっと調べてみたいこと」などを考えて
います。

33.7 55.1 10.2 1 60.9

授業は、自分で課題を立てて情報を集め整理し、調
べたことを発表するなどの活動に取り組んでいます。 61.2 35.7 3.1 0

85.7

97

81.6

82.7

88.8

＋48.5

＋5.2

＋47.1

＋11.8

＋27.9



② 児童生徒の資質・能力の向上（質的変容）

「ふるさと坂のために、中学生の私たちができること」について、あなたの考えを書きなさい。

坂町のために子どもができる事は少ないかもしれないと初めは思っ
ていましたが、今回の活動を通して、大きなことをしなくても、「知る」と
いうことが中学生にできる大切なことだと感じました。高齢者の方は移
動が大変な方もいるので、避難しない可能性があります。そんな時に
力になれるのが私たち中学生を含めた子どもの力だと思います。日頃
から地域の人と関わる機会が多い子供が声かけをすれば、高齢者の
方も受け入れやすく周りの人と協力して避難ができると思います。私た
ちが防災を知ることで自分の家や周囲への呼びかけにつながると思い
ます。地域と密接に関わる中学生だからこそ、災害について知り発信し
ていけば、坂町の人々を守ることにつながると思いました。



② 児童生徒の資質・能力の向上（質的変容）

「ふるさと坂のために、中学生の私たちができること」について、あなたの考えを書きなさい。

防災学習を通して、人・地域とのつながりが大切だということが分か
りました。防災学習で学んだことの中の一つに「自助・共助・公助」とい
う言葉があります。その中でも「共助」という言葉に注目しました。防災
士の方や役場、支援センターの方がいらっしゃった時に、「共助」につ
いての話があり、災害時に共助をするためには、普段から地域の人と
関わることが大切だという話がありました。その話を聞いて、地域・人と
のつながりの大切さが分かりました。人・地域との関わりを作るために
は、地域行事に参加したり、地域の人にあいさつをしたりすることがで
きると思います。地域の人々との関わりを積極的に持とうとすることが、
「ふるさと坂のために、中学生の私たちができること」なのではないか
と思いました。



③ 中学校区での連携

小学校だけでなく、
保育所等も参加した
研究授業

小中合同の模擬授業
での練り直し

小学校とのオンライン
交流会



〇課題

① 中学校区として系統的に育成を目指す資質・能力

に基づいた生活科・総合的な学習の時間の評価の

在り方

② 他学年・他教科への広がり

成果と課題



課題①
中学校区として系統的に育成を目指す資
質・能力に基づいた生活科・総合的な学習
の時間の評価の在り方

指導と評価を一体化させるための、精緻で具体的な
ルーブリックの作成の難しさ

今後も研究を進めていく



課題② 他学年・他教科への広がり

中学校においては、第３学年の防災学習に重点

「探究的な学習の授業づくりにおける３つの柱」を
活用して、他学年の総合的な学習の時間・他教科
へと探究的な学習を広げ、資質・能力の育成を目
指す。



主体的に学ぶ児童生徒の育成

を目指して…
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